
お
知
ら
せ

募

　集

相

　談

お
知
ら
せ

募

　集

相

　談

英
語
の
お
は
な
し
会

●
国
際
交
流
員
に
よ
る
、
英
語
の

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

●
と
き
／
２
月
20
日
㈪
16
時
～
16

時
30
分

『
濃
密
』な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
取
れ
る「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

ジ
」を
学
ん
で
も
ら
い
ま
す
。

●
定
員
／
８
組〔
応
募
多
数
の
場

合
、
午
後
の
部（
14
時
～
16
時
）

も
開
催
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。〕

●
参
加
費
／
一
家
族
２
百
円

※
準
備
物
等
詳
し
く
は
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。　

●
申
込
期
限
／
２
月
27
日
㈪

問
申

く
す
の
き
プ
ラ
ー
ザ（
出
雲
市

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
）

　
（
☎
22

２
０
５
５
）

（
担
市
民
活
動
支
援
課
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
先
生
に

よ
る
教
室

【
正
し
い
キ
ネ
シ
オ
テ
ー
ピ
ン
グ

法
教
室
④
期
】

●
と
き
／
２
月
18
日
㈯
、
25
日
㈯

（
全
２
回
）15
時
～
17
時

●
と
こ
ろ
／
出
雲
市
総
合
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者
／
中
学
生
以
上

●
内
容
／
日
本
が
生
ん
だ
世
界
に

誇
れ
る
唯
一
の
療
法
、キ
ネ
シ
オ

テ
ー
ピ
ン
グ
法
。正
し
い
貼
り

方
、理
論
を
覚
え
、痛
み
や
違
和

感
、浮
腫
等
を
軽
減
し
、医
療
に

ス
ポ
ー
ツ
に
快
適
な
生
活
を
！

●
定
員
／
10
名

●
受
講
料
等
／
千
８
百
円
程
度

（
テ
キ
ス
ト
、
テ
ー
プ
代
）

●
持
参
品
／
は
さ
み
、
筆
記
用
具

※
テ
ー
プ
の
貼
れ
る
服
装（
Ｔ

シ
ャ
ツ
、
短
パ
ン
）で
参
加
く

だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
／
２
月
11
日（
土
・

祝
）

【
パ
ソ
コ
ン
教
室
基
本
コ
ー
ス
⑥
期
】

●
と
き
／
３
月
７
日
㈫
～
４
月
25

日
㈫ 

毎
週
火
曜
日（
全
８
回
）

９
時
30
分
～
12
時

●
と
こ
ろ
／
出
雲
市
総
合
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者
／
Ⓐ
コ
ー
ス
：
パ
ソ
コ

ン
に
触
れ
た
こ
と
の
な
い
方
、

Ⓑ
コ
ー
ス
：
簡
単
な
文
字
入
力

や
文
章
作
成
の
で
き
る
方

●
内
容
／
文
章
作
成
ソ
フ
ト
の

ワ
ー
ド
２
０
１
０
の
基
本
操
作

を
学
び
ま
す
。

●
定
員
／
Ⓐ
５
名
、
Ⓑ
10
名

●
受
講
料
等
／
２
千
円（
資
料
代
等
）

●
持
参
品
／
パ
ソ
コ
ン
、
マ
ウ
ス

●
申
込
期
限
／
２
月
20
日
㈪

問
申

出
雲
市
総
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
（
☎
21

５
４
０
０
）

（
担
市
民
活
動
支
援
課
）

「童謡詩人・金子みすゞ の世界」「童謡詩人・金子みすゞ の世界」出雲中央図書館
文化講演会

●
と
こ
ろ
／
出
雲
中
央
図
書
館

●
対
象
者
／
幼
児･

小
学
校
低
学
年

●
定
員
／
25
名（
要
申
込
）

●
参
加
無
料

問
申

出
雲
中
央
図
書
館

　
（
☎
21

０
４
８
７
）

く
す
の
き
カ
フ
ェ
パ
ー
ト
８

一
度
き
り
の
人
生
、

欲
張
り
に
生
き
て
み
よ
う
！

●
と
き
／
２
月
16
日
㈭
10
時
～
12
時

●
と
こ
ろ
／
く
す
の
き
プ
ラ
ー
ザ

●
内
容
／
35
歳
で
広
告
代
理
店
を

辞
め
、
Ｕ
タ
ー
ン
を
機
に
カ

フ
ェ
を
経
営
。
結
婚
後
も
子
育

て
を
し
な
が
ら
、
次
々
に
事
業

や
社
会
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い

る
素
敵
な
女
性
を
紹
介
。

●
定
員
／
20
名（
応
募
多
数
の
場

合
抽
選
）

●
託
児
無
料
／
７
名（
応
募
多
数

の
場
合
抽
選
）

●
参
加
費
／
４
百
円（
茶
菓
付
き
）

●
申
込
期
限
／
２
月
８
日
㈬

問
申

く
す
の
き
プ
ラ
ー
ザ（
出
雲
市

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
）

　
（
☎
22

２
０
５
５
）

（
担
市
民
活
動
支
援
課
）

パ
パ
の
た
め
の

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
講
座

●
と
き
／
３
月
12
日
㈰
10
時
～
12
時

●
と
こ
ろ
／
い
ず
も
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

●
対
象
者
／
生
後
２
か
月
か
ら
７

か
月
く
ら
い
の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ

の
ご
両
親

●
内
容
／
日
頃
子
ど
も
と
触
れ
合

う
機
会
の
少
な
い
お
父
さ
ん
た

ち
に
、『
短
時
間
』で『
簡
単
』に

おたずね／道路河川維持課
☎２１－６５６４

　生垣などは、道路や歩
道にはみ出して、通行の
支障にならないように
手入れをしましょう。皆
さまのご理解とご協力
をお願いします。

「私と小鳥と鈴と」「大漁」など、
感動的な童謡を書いた金子みすゞ。
その生涯と時代を解説し、代表作を朗読。
みすゞの故郷・山口県の写真を上映します。

プロフィール
出雲市出身。1987年、『巨食症の開けない夜明け』（集英社）
ですばる賞受賞、2010年、評伝小説『恋の蛍　山崎富栄と
太宰治』（光文社）で新田次郎文学賞受賞。日本初の全文訳
『赤毛のアン』（集英社文庫）など著訳書多数。童謡詩人・金
子みすゞと弟の脚本家・上山雅輔を描いた『みすゞと雅輔』
（新潮社）が2017年2月に刊行。

講　師 松
ま つ も と

本 侑
ゆ う

子
こ

氏
（作家・翻訳家/日本ペンクラブ常務理事）

大正時代の雅輔とみすゞ

と　き

３月１１日（土）
１４：００～１５：３０

（開場　１３：３０）
※終了後、サイン会を行います。

定　員 １００名　※託児はありません

ところ 出雲中央図書館
２階　多目的室

入場は無料ですが、整理券が必要です。整理券は、２月５日（日）から、出雲市内各図書館で配付します。

広報いずも 2017.1.2019



お
知
ら
せ

相

　談

お
知
ら
せ

募

　集

相

　談

お
知
ら
せ

募

　集

問 お問い合わせ先　申 お申し込み先　提 提出先　担 担当課

外国人とともに築く
地域の未来

～多文化共生でまちに元気を！～

「
金
属
加
工
科
」、「
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
技
術
科
」、「
ビ
ジ
ネ

ス
ワ
ー
ク
科
」の
訓
練
生
を
募

集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間
／
２
月
１
日
㈬
～
３

月
６
日
㈪

●
説
明･

見
学
会
／
２
月
２
日
㈭
、

17
日
㈮
、
３
月
３
日
㈮

●
訓
練
期
間
／
４
月
４
日
㈫
～
９

月
28
日
㈭

問
申

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
島
根

　
（
☎
０
８
５
２
31

２
３
０
９
）

（
担
ジ
ョ
ブ･

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
出
雲
）

県
立
盲
学
校
作
品
展

～
触
っ
て
広
が
る
世
界
～

●
と
き
／
２
月
３
日
㈮
～
５
日
㈰

[

展
示]

９
時
～
22
時
、[

体
験
コ
ー

ナ
ー]（
３
日
）10
時
～
17
時
、（
４

日･

５
日
）10
時
～
18
時

●
と
こ
ろ
／
イ
オ
ン
松
江
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
松
江
市
）

●
内
容
／
児
童
生
徒
が
、
授
業
で

制
作
し
た
陶
芸
、
紙
粘
土
を

使
っ
た
立
体
作
品
、
習
字
、
短

歌
な
ど
の
作
品
と
、
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
や
白
杖
に
関
す
る
展
示

を
し
ま
す
。
ま
た
、「
触
れ
る
体

験
」や「
点
字
カ
ー
ド
づ
く
り
」の

体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

問

県
立
盲
学
校

　
（
☎
０
８
５
２
36

８
２
２
１
）

（
担
福
祉
推
進
課
）

第
25
回
出
雲
養
護
学
校

高
等
部
作
品
展
・
即
売
会

「
ｉ
ｓ 

ｙ
ｏ
ｕ（
イ
ズ
ユ
ウ
）」

●
と
き
／
２
月
11
日（
土
・
祝
）10

時
～
15
時 

●
と
こ
ろ
／
ゆ
め
タ
ウ
ン
出
雲 

東
館
２
階 

太
陽
の
広
場

●
内
容
／
作
品
展
示
お
よ
び
木
工

製
品
、
陶
器
、
ク
ッ
キ
ー
、
マ

フ
ィ
ン
、
手
作
り
ア
ク
セ
サ

リ
ー
、
布
小
物
、
ジ
ャ
ム
、
一

筆
箋
、
ミ
ニ
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど

の
販
売

問

出
雲
養
護
学
校
高
等
部

　
（
☎
43

２
２
６
１
）

（
担
福
祉
推
進
課
）

ブ
ラ
ジ
ル
料
理
教
室

●
と
き
／
２
月
12
日
㈰
９
時
～
12

時
30
分

●
と
こ
ろ
／
塩
冶
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

●
内
容
／
①
ブ
ラ
ジ
ル
料
理
３

品（
パ
ス
テ
ウ
、
ボ
ン
デ
ケ
ー

ジ
ョ
、
マ
ン
ジ
ョ
ッ
カ
）の
調

理
、
②
ブ
ラ
ジ
ル
の
生
活
紹
介

●
定
員
／
15
名

●
参
加
費
／
８
百
円（
中
学
生
以

下
無
料
）

問
申（
特
非
）エ
ス
ペ
ラ
ン
サ 

江
角

さ
ん（
☎
０
９
０-

９
７
３
３-

０
９
１
０
）

 

（
担
国
際
交
流
室
）

大
人
の
英
会
話
・

韓
国
語
市
民
講
座

●
と
き
／
２
月
22
日
㈬
か
ら
毎
週

水
曜
日（
全
８
回
）［
韓
国
語
］18

時
～
19
時
、［
英
会
話
］19
時
30

分
～
20
時
30
分

●
と
こ
ろ
／
出
雲
市
民
会
館

●
内
容
／
見
て
、
聞
い
て
、
話
す
。

基
本
的
な
あ
い
さ
つ
か
ら
買
い

物
や
道
案
内
な
ど
、
簡
単
な
会

話
ま
で
外
国
人
講
師
と
と
も
に

楽
し
く
学
習
し
ま
す
。

●
定
員
／
各
15
名（
先
着
順
）

●
受
講
料
／
各
５
千
円（
全
８
回
・

別
途
教
材
費
２
千
円
）

問
申
国
際
文
化
交
流
協
会 

前
田
さ
ん

　
（
☎
０
９
０-

６
４
８
９-

２
８
０
３

平
日
10
時
〜
18
時
） 

（
担
市
国
際
交
流
室
）

食
育
講
座 
料
理
塾

●
と
き
／

　

①
２
月
１
日
㈬
10
時
～
13
時

　

②
２
月
6
日
㈪
10
時
～
14
時

　

③
２
月
８
日
㈬
10
時
～
13
時

　

④
３
月
８
日
㈬
10
時
～
13
時

　

⑤
３
月
14
日
㈫
９
時
30
分
～
13
時

●
と
こ
ろ
／

　
①
高
松
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

②
③
④
⑤
四
絡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

●
内
容
／
①
恵
方
巻
、
②
楽
し
い

洋
食
、
③
ち
ょ
っ
と
リ
ッ
チ
な

デ
ィ
ナ
ー
を
、
④
や
さ
し
い
中

華
、
⑤
新
春
を
祝
っ
て

●
定
員
／
各
20
名

●
参
加
費
／
各
２
千
円

問
申

出
雲
四
季
会

　

①
石
飛
健
さ
ん（
☎
62

９
７
８
９
）

　

②
持
田
達
也
さ
ん（
☎
72

８
０
９
２
）

　

③
池
田
明
繁
さ
ん（
☎
23

３
５
９
８
）

　

④
吾
郷
克
己
さ
ん（
☎
22

７
７
０
８
）

　

⑤
木
村　

均
さ
ん（
☎
21

５
６
０
９
）

（
担
健
康
増
進
課
）

島
根
大
学
医
学
部

市
民
公
開
講
座

【
①
知
っ
て
お
き
た
い
眼
の
病
気

～
白
内
障
と
糖
尿
病
網
膜
症
～
】

●
と
き
／
２
月
18
日
㈯
14
時
～
16
時

●
内
容
／
髙
井
保
幸
先
生
、
原
克

典
先
生
に
よ
る
解
説
。

【
②
脳
卒
中
の
予
防
と
克
服
】

●
と
き
／
２
月
19
日
㈰
14
時
～
16
時

●
内
容
／
小
黒
浩
明
先
生
と
脳
卒

中
経
験
者
の
川
勝
弘
之
さ
ん
に

よ
る
講
演
。

【
①
②
共
通
】

●
と
こ
ろ
／
島
根
大
学
医
学
部
看

護
学
科
棟
１
階
Ｎ
11
教
室

●
申
込
不
要
・
参
加
無
料

※
疑
問
・
質
問
に
も
お
答
え
し
ま

す
。

問

島
根
大
学
医
学
部

　

①
眼
科
学
講
座（
☎
20

２
２
８
４
）

　

②
内
科
学
第
三（
☎
20

２
１
９
８
）

（
担
健
康
増
進
課
）

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
島
根

公
共
職
業
訓
練
生

●
求
職
者
の
方
を
対
象
に
、「
Ｃ

Ａ
Ｄ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科
」、

多 化 生文 共 講 座

出雲市内で、さまざまな文化や言語をもつ
人が増えています。「多文化共生」というキー
ワードから、地域の未来を考えましょう。

申込不要
参加無料 おたずね／

国際交流室　☎21-6576

と　き ２月２日（木）
18：30～20：00

ところ 市役所くにびき大ホール

講　師 田村 太郎さん
（NPO法人多文化共生センター
大阪代表理事）

広報いずも2017.1.20 20


